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教
育
を
取
り
巻
く
環
境
の

さ
ら
な
る
充
実
を
　
　

最
低
賃
金
の
改
定
を
早
期
に
行
い

経
済
の
好
循
環
を
実
現
せ
よ

平
28
陳
情
第
２
号　
子
供
た
ち
に
豊
か

な
学
び
を
保
障
す
る
た
め
に
、
少
人
数

学
級
の
実
現
、
教
育
予
算
の
増
額
、
義

務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の
堅
持
・
拡

充
を
求
め
る
陳
情

▼
願　
意

　

子
ど
も
や
保
護
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ

た
き
め
細
や
か
な
教
育
を
実
現
し
、
豊

か
な
教
育
環
境
を
整
備
す
る
た
め
、
少

人
数
学
級
の
実
現
、
学
級
規
模
の
弾
力

化
、
教
育
予
算
の
増
額
な
ど
に
つ
い
て
、

国
に
意
見
書
を
提
出
し
て
ほ
し
い
。

▼
付
託
委
員
会

　

文
教
福
祉
常
任
委
員
会

▼
委
員
会
で
の
審
査
状
況

　

委
員
会
と
し
て
は
、
「
徐
々
に
35
人

以
下
学
級
が
実
現
さ
れ
て
い
る
が
、
教

育
現
場
で
は
多
く
の
課
題
が
山
積
み
し
、

教
職
員
は
多
忙
を
極
め
て
い
る
た
め
、

教
職
員
定
数
は
不
十
分
で
あ
る
。
き
め

細
や
か
な
教
育
を
実
現
す
る
た
め
に
も
、

平
28
陳
情
第
５
号　
神
奈
川
県
最
低
賃

金
の
改
定
等
に
つ
い
て
の
陳
情

▼
願　
意

　

経
済
の
好
循
環
実
現
の
た
め
、
神
奈

川
県
最
低
賃
金
の
諮
問
・
改
定
を
早
期

に
行
い
、
最
低
賃
金
引
き
上
げ
に
伴
う

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
へ
の
支
援

を
強
化
す
る
よ
う
、
国
に
意
見
書
を
提

出
し
て
ほ
し
い
。

▼
付
託
委
員
会

　

環
境
都
市
常
任
委
員
会

▼
委
員
会
で
の
主
な
質
疑
・
意
見

問
　
国
が
、
一
億
総
活
躍
国
民
会
議
に

お
い
て
、
最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
に
向

け
、
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
へ
の

支
援
な
ど
を
行
う
と
し
て
い
る
が
、
そ

の
概
要
は
ど
の
よ
う
か
。

よ
り
一
層
の
少
人
数
学
級
の
実
現
と
学

級
規
模
の
弾
力
化
が
必
要
で
あ
り
、
さ

ら
に
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
推
進
を
含
め

る
と
、
大
き
な
財
源
が
必
要
と
な
る
た

め
、
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
を
従

前
の
２
分
の
１
ま
で
拡
充
す
べ
き
で
あ

る
。
」
と
の
意
見
の
一
致
を
見
た
。

▼
本
会
議
で
の
賛
成
討
論

　

日
本
の
教
育
予
算
は
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
諸
国

の
中
で
も
最
低
水
準
で
あ
る
が
、
少
子

化
の
今
こ
そ
教
育
条
件
を
世
界
水
準
に

引
き
上
げ
る
べ
き
で
あ
る
。
教
育
は
未

来
へ
の
投
資
で
あ
り
、
日
本
を
教
育
貧

国
に
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
賛

成
す
る
。

▼
採
決
の
結
果

　

委
員
会　

採　

択
（
賛
成
全
員
）

　

本
会
議　

採　

択
（
賛
成
全
員
）

　
　
　

＊　
　
　

＊　
　
　

＊

委
員
会
提
出
議
案
第
３
号　
少
人
数
学

級
の
実
現
、
教
育
予
算
の
増
額
、
義
務

答　
国
に
お
い
て
、
小
規
模
事
業
者
が

経
営
改
善
の
た
め
の
資
金
を
無
担
保
・

低
金
利
で
融
資
が
受
け
ら
れ
る
制
度
や

知
的
財
産
に
関
す
る
悩
み
や
課
題
を
そ

の
場
で
解
決
す
る
知
財
総
合
支
援
窓
口

の
設
置
な
ど
が
あ
る
。

意
見
　
本
陳
情
は
、
最
低
賃
金
を
引
き

上
げ
る
と
と
も
に
、
中
小
企
業
・
小
規

模
事
業
者
の
経
営
改
善
な
ど
に
対
す
る

支
援
の
強
化
も
求
め
て
お
り
、
そ
の
取

り
組
み
を
進
め
て
い
く
こ
と
は
重
要
で

あ
る
。

意
見
　
経
済
の
好
循
環
を
実
現
す
る
た

め
に
、
非
正
規
社
員
に
も
適
用
さ
れ
る

地
域
別
最
低
賃
金
を
引
き
上
げ
、
ワ
ー

キ
ン
グ
プ
ア
を
解
消
す
べ
き
で
あ
る
。

意
見
　
農
業
者
や
商
店
経
営
者
な
ど
の

陳

意

情

見

書

・

教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の
堅
持
・
拡
充

を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

▼
要　
旨　

　

教
育
を
取
り
巻
く
環
境
の
さ
ら
な
る

充
実
を
図
る
た
め
、
少
人
数
学
級
の
実

現
、
教
育
予
算
の
増
額
、
義
務
教
育
費

国
庫
負
担
制
度
の
堅
持
・
拡
充
に
つ
い

て
、
国
に
意
見
書
を
提
出
す
る
も
の
。

▼
議
決
結
果　

　

本
会
議　

原
案
可
決
（
賛
成
全
員
）

多
く
は
、
経
営
が
厳
し
い
中
で
賃
金
を

支
払
っ
て
い
る
状
況
で
あ
り
、
最
低
賃

金
を
引
き
上
げ
る
前
に
、
経
営
指
導
や

助
成
金
交
付
な
ど
の
支
援
策
を
講
じ
る

べ
き
で
あ
る
。

▼
採
決
の
結
果

　

委
員
会　

採　

択
（
賛
成
多
数
）

　

本
会
議　

採　

択
（
賛
成
多
数
）

　
　
　

＊　
　
　

＊　
　
　

＊

議
提
議
案
第
３
号　
神
奈
川
県
最
低
賃

金
の
改
定
等
に
関
す
る
意
見
書
の
提
出

に
つ
い
て

▼
要　
旨　

　

経
済
の
好
循
環
実
現
の
た
め
、
神
奈

川
県
最
低
賃
金
の
諮
問
・
改
定
を
早
期

に
行
い
、
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者

の
支
援
や
価
格
転
嫁
を
阻
害
す
る
行
為

へ
の
監
視
体
制
な
ど
の
強
化
を
図
る
よ

う
、
国
に
意
見
書
を
提
出
す
る
も
の
。

▼
議
決
結
果　

　

本
会
議　

原
案
可
決
（
賛
成
多
数
）

地
域
の
実
態
を
踏
ま
え
た

最
低
賃
金
制
度
の
導
入
を

平
28
陳
情
第
６
号　
神
奈
川
県
の
最
低

賃
金
に
関
す
る
陳
情

▼
願　
意

　

神
奈
川
県
内
同
一
賃
金
額
で
あ
る
最

低
賃
金
制
度
を
、
地
域
の
実
態
を
踏
ま

え
た
業
種
別
の
き
め
細
や
か
な
制
度
と

し
、
地
域
間
の
不
均
衡
の
是
正
を
図
る

よ
う
、
国
や
県
に
意
見
書
を
提
出
し
て

ほ
し
い
。

▼
付
託
委
員
会

　

環
境
都
市
常
任
委
員
会

▼
委
員
会
で
の
審
査
状
況

　

委
員
会
と
し
て
は
、
「
国
は
、
一
億

総
活
躍
社
会
の
実
現
に
向
け
た
、
緊
急

に
実
施
す
べ
き
対
策
の
中
で
、
最
低
賃

金
の
不
均
衡
の
是
正
を
図
る
こ
と
を
掲

げ
て
お
り
、
ま
た
、
制
度
上
、
細
分
化

す
る
こ
と
も
可
能
と
の
見
解
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
地
域
ご
と
の
実
態
を
踏
ま
え

た
き
め
細
や
か
な
制
度
設
計
の
導
入
を

図
る
よ
う
、
国
や
県
に
意
見
書
を
提
出

す
べ
き
で
あ
る
。
」
と
の
意
見
の
一
致

を
見
た
。

▼
本
会
議
で
の
賛
成
討
論

　

税
制
優
遇
、
特
別
融
資
、
賃
金
助
成

な
ど
の
施
策
を
抜
本
的
に
強
化
す
る
な

ど
、
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
を
支

援
す
る
施
策
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

賛
成
す
る
。

▼
採
決
の
結
果

　

委
員
会　

採　

択
（
賛
成
全
員
）

　

本
会
議　

採　

択
（
賛
成
全
員
）

　
　
　

＊　
　
　

＊　
　
　

＊

委
員
会
提
出
議
案
第
４
号　
神
奈
川
県

最
低
賃
金
に
関
す
る
意
見
書
の
提
出
に

つ
い
て

▼
要　
旨　

　

最
低
賃
金
制
度
を
、
経
営
基
盤
の
脆

弱
な
小
売
業
や
飲
食
サ
ー
ビ
ス
業
な
ど

の
実
態
を
踏
ま
え
た
き
め
細
や
か
な
制

度
と
し
、
地
域
間
や
業
種
別
に
よ
る
不

均
衡
の
是
正
を
図
る
よ
う
、
国
や
県
に

意
見
書
を
提
出
す
る
も
の
。

▼
採
決
の
結
果　

　

本
会
議　

原
案
可
決
（
賛
成
多
数
）

所
得
税
法
第
56
条
を廃止

す
る
陳
情
は
不
採
択

平
28
陳
情
第
３
号　
所
得
税
法
第
56
条

を
廃
止
す
る
よ
う
国
に
意
見
書
提
出
を

求
め
る
陳
情

▼
願　
意

　

中
小
事
業
者
の
経
営
は
家
族
の
労
働

に
よ
り
支
え
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
働

き
分
は
事
業
主
の
所
得
と
な
り
、
さ
ま

ざ
ま
な
弊
害
が
生
じ
て
い
る
。
家
族
従

業
者
の
多
く
は
女
性
で
あ
り
、
女
性
の

地
位
向
上
を
妨
げ
る
要
因
と
な
っ
て
い

る
こ
と
、
ま
た
、
青
色
申
告
に
す
れ
ば

給
料
を
必
要
経
費
に
算
入
で
き
る
と
い

う
申
告
方
法
は
納
税
者
を
差
別
す
る
も

の
で
あ
る
た
め
、
所
得
税
法
第
56
条
を

廃
止
す
る
よ
う
、
国
に
意
見
書
を
提
出

し
て
ほ
し
い
。

▼
付
託
委
員
会

　

総
務
常
任
委
員
会

▼
委
員
会
で
の
主
な
意
見

意
見
　
国
に
お
い
て
、
女
性
が
家
族
従

業
者
と
し
て
果
た
し
て
い
る
役
割
が
適

切
に
評
価
さ
れ
る
よ
う
、
税
制
な
ど
の

各
種
制
度
の
在
り
方
を
検
討
し
て
い
る

こ
と
か
ら
廃
止
す
る
必
要
は
な
い
。

▼
本
会
議
で
の
賛
成
討
論

　

国
連
か
ら
の
勧
告
、
政
府
の
閣
議
決

定
な
ど
も
あ
り
、
差
別
的
税
制
で
あ
る

第
56
条
を
こ
れ
以
上
放
置
す
る
こ
と
は

許
さ
れ
な
い
た
め
採
択
す
べ
き
で
あ
る
。

▼
採
決
の
結
果

　

委
員
会　

不
採
択
（
賛
成
少
数
）

　

本
会
議　

不
採
択
（
賛
成
少
数
）

平
和
安
全
法
制
整
備
法
及
び
国
際
平
和
支
援
法
の

廃
止
を
求
め
る
陳
情
は
不
採
択

平
28
陳
情
第
４
号　
平
和
安
全
法
制
整

備
法
及
び
国
際
平
和
支
援
法
の
廃
止
を

求
め
る
陳
情

▼
願　
意

　

専
守
防
衛
の
安
全
保
障
政
策
を
１
８ 

０
度
転
換
し
、
ま
た
、
立
憲
主
義
に
反

す
る
こ
と
か
ら
、
平
和
安
全
法
制
整
備

法
お
よ
び
国
際
平
和
支
援
法
を
廃
止
す

る
よ
う
、
国
に
意
見
書
を
提
出
し
て
ほ

し
い
。

▼
付
託
委
員
会

　

総
務
常
任
委
員
会

▼
委
員
会
で
の
主
な
意
見

意
見
　
本
市
は
、
平
和
の
日
お
よ
び
市

民
憲
章
を
制
定
し
て
お
り
、
ま
た
、
平

和
都
市
宣
言
も
行
っ
て
い
る
が
、
こ
れ

ら
に
は
本
市
の
平
和
へ
の
強
い
願
い
が

込
め
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
元
内
閣

法
制
局
長
官
な
ど
は
違
憲
性
を
指
摘
し

て
い
る
。

意
見
　
昨
今
の
国
際
情
勢
を
か
ん
が
み
、

日
本
も
国
際
社
会
の
一
員
と
し
て
相
応

の
責
任
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、

国
民
の
生
命
や
財
産
を
守
る
た
め
に
も 

最
低
限
の
法
整
備
は
必
要
で
あ
る
。
さ

ら
に
、
こ
の
法
律
は
、
適
正
な
手
続
き

を
経
て
、
制
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

廃
止
す
べ
き
で
は
な
い
。

▼
本
会
議
で
の
反
対
討
論

　

平
和
安
全
法
制
は
、
専
守
防
衛
を
堅

持
し
た
上
で
、
安
全
保
障
と
い
う
備
え

を
万
全
に
し
、
安
易
に
軍
事
力
に
頼
ら

ず
、
対
話
に
よ
る
解
決
の
流
れ
を
促
す

も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
反
対
す
る
。

▼
本
会
議
で
の
賛
成
討
論

　

自
衛
隊
を
海
外
の
紛
争
地
で
戦
後
初

め
て
武
力
行
使
さ
せ
る
準
備
を
進
め
て

い
る
こ
と
は
、
国
民
、
市
民
の
緊
急
の

課
題
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
法
制
は
立

憲
主
義
に
反
し
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、

採
択
す
べ
き
で
あ
る
。

▼
採
決
の
結
果

　

委
員
会　

不
採
択
（
賛
成
少
数
）

　

本
会
議　

不
採
択
（
賛
成
少
数
）

議場に150インチの大型スクリーンを設置

９月定例会より議場で提示される資料を
大型スクリーンでご覧いただけます

　秦野市議会では、議場で一般質問などを行う際、図形やグラフなどの
資料を提示し、説明することができますが、傍聴席からは遠く、内容は
読み取りにくい状況でした。
　そこで大型スクリーンを設置し、質疑の際に使用する図形やグラフな
どの資料を表示することで、その趣旨や論点を、傍聴者により分かりや
すく伝えられるようにタブレット端末など ICT機器の活用を図りました。
　これからも、分かりやすく、身近な議会となるよう傍聴環境の改善に
取り組んでいきますので、ぜひ傍聴におこしください。

傍聴席から見た大型スクリーン




